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平
成
四
年
に
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
松
坂
兵
三
郎
教
授
は
、
平
成
五
年
三
月
末
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
、
成
城
大
学
名
誉
教
授
に

推
挙
さ
れ
た
。

　
本
学
経
済
学
部
教
授
会
は
、
機
関
誌
「
成
城
大
学
経
済
研
究
」
第
一
二
五
号
を
特
別
号
と
し
、
「
松
坂
兵
三
郎
名
誉
教
授
古
稀
記
念

論
文
集
」
を
編
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
松
坂
教
授
の
古
稀
を
祝
し
、
長
年
に
亘
る
教
授
の
学
恩
に
、
心
か
ら
な
る
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
た
め
で
あ
る
。

　
半
世
紀
も
前
か
ら
の
松
坂
教
授
の
最
も
親
し
い
学
友
で
あ
り
、
わ
が
国
経
済
学
界
の
重
鎮
で
も
あ
る
、
荒
憲
治
郎
、
伊
東
政
吉
、

吉
野
昌
甫
の
三
教
授
は
、
わ
れ
わ
れ
の
企
画
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
力
の
こ
も
っ
た
論
考
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
。
編
集
委
員
一
同
の
感
謝
一
入
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
松
坂
ゼ
ミ
門
下
生
を
代
表
す
る
形
で
小
島
照
男
教
授
か
ら
、
ま
た
、
本
学
法
学
部
の
寿
田
竜
輔
、
中
川
和
彦
の
両
教
授
か
ら
も
、

心
か
ら
な
る
寄
稿
を
え
た
。
わ
れ
わ
れ
の
深
く
喜
び
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
本
学
経
済
学
部
か
ら
は
、
十
指
に
余
る
方
々
の
論
考
を
、
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
を
世
に
問
う
形
で
、
本
論
文
集
に
収
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載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
企
画
で
は
慣
例
と
な
っ
て
い
る
、
松
坂
教
授
の
経
歴
と
業
績
目
録
の
作
成
に
あ
た
り
、
松
坂
教
授
は
自
ら
筆
を
執
ら

れ
、
詳
細
か
つ
興
味
深
い
「
自
作
年
譜
」
を
寄
せ
ら
れ
る
形
で
、
わ
れ
わ
れ
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
本
特
別
号
が
、
こ
の
よ
う
な
浩
瀚
な
論
文
集
と
な
っ
て
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
松
坂
教
授
の
御
人
柄
の
ゆ
え

で
あ
る
。

　
こ
の
記
念
論
文
集
が
、
上
記
の
方
々
の
御
協
力
を
え
て
、
松
坂
教
授
に
捧
げ
る
の
に
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
に
な
り
え
た
こ
と

を
、
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
、
ひ
そ
か
に
喜
び
、
か
つ
、
多
く
の
方
々
の
御
尽
力
に
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
年
代
半
ば
、
松
坂
教
授
は
成
城
大
学
の
創
立
に
参
加
さ
れ
る
形
で
、
経
済
学
部
に
就
任
さ
れ
た
。
以
来
、
平
成
五
年
三

月
末
ま
で
の
四
十
年
以
上
に
亘
り
、
専
任
教
授
と
し
て
一
貫
し
て
本
学
、
と
く
に
本
学
経
済
学
部
の
発
展
と
充
実
に
、
力
を
尽
く
さ

れ
て
来
ら
れ
た
。

　
現
在
経
済
学
部
教
員
の
最
古
参
の
私
、
池
田
浩
太
郎
が
こ
こ
に
職
を
え
た
の
は
、
松
坂
教
授
に
次
い
で
、
昭
和
二
十
九
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
松
坂
教
授
の
御
退
任
と
と
も
に
、
成
城
大
学
お
よ
び
本
学
経
済
学
部
の
草
創
を
知
る
現
役
教
授
は
、
一
人
も
お
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
成
城
大
学
の
、
ま
た
経
済
学
部
の
、
一
つ
の
時
代
が
終
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
松
坂
教
授
は
、
そ
の
学
殖
、
人
柄
に
加
え
て
、
成
城
へ
の
着
任
時
期
、
教
員
の
年
齢
構
成
な
ど
の
理
由
も
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
年

代
に
は
経
済
学
部
若
手
教
員
の
先
頭
に
立
つ
存
在
た
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
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こ
の
時
期
の
若
手
教
員
で
、
現
在
経
済
学
部
に
お
ら
れ
る
の
は
、
中
村
英
雄
、
上
野
格
、
岡
田
清
、
杉
ノ
原
保
夫
、
山
田
高
生
の

諸
教
授
で
あ
る
。

　
松
坂
教
授
を
順
に
、
わ
れ
わ
れ
当
時
の
若
手
は
、
よ
く
集
ま
っ
て
は
、
経
済
学
部
の
将
来
の
内
容
的
充
実
と
向
上
に
つ
い
て
、
語

り
合
い
協
力
し
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
松
坂
教
授
と
私
と
が
か
か
わ
っ
た
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
つ
ば
か
り
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　
昭
和
三
十
年
代
の
前
半
期
に
、
わ
れ
わ
れ
は
協
力
し
て
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
経
済
学
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ロ
ン
フ
ェ
ン
ブ
レ
ン

ナ
ー
教
授
の
、
経
済
学
部
学
生
向
け
特
別
連
続
講
義
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
上
、
雑
誌
「
成
城
大
学
経
済
研
究
」
へ

も
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
i
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同
誌
第
十
号
、
昭
和
三
十
四
年
七
月
、
所
収
）
。
そ
の
御
礼
を
こ
め
て
、
松
坂
教
授
と
二
人
で
ブ
ロ
ン
フ
ェ
ン
ブ
レ
ン
ナ
ｌ
教

授
御
夫
妻
を
食
事
に
招
待
し
た
と
き
の
こ
と
を
、
楽
し
く
思
い
起
す
。

　
昭
和
三
十
年
代
末
頃
に
な
る
と
、
成
城
大
学
の
経
済
学
部
に
も
、
ま
た
後
発
の
文
芸
学
部
に
も
、
大
学
院
設
置
の
気
運
が
高
ま

り
、
両
学
部
同
時
に
、
こ
れ
が
設
置
申
請
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
時
の
経
済
学
部
の
長
老
教
授
の
内
に
は
、
こ
れ
に
き
わ
め
て
消
極
的
な
方
も
居
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
高
垣
寅
次
郎
学

長
の
も
と
、
内
田
直
作
、
岡
田
俊
平
の
両
先
生
を
中
心
に
、
経
済
学
部
の
若
い
教
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済

学
専
攻
の
創
設
準
備
委
員
と
な
っ
て
、
箱
根
合
宿
ま
で
し
て
、
そ
の
準
備
作
業
を
完
遂
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
設
置
申
請
に
あ
た
り
、
経
済
学
部
本
体
の
一
般
教
育
部
門
の
社
会
科
学
系
列
担
当
の
専
任
教
授
陣
の
充
実
が
必
須
の

条
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
高
垣
先
生
が
そ
の
人
選
に
非
常
に
お
困
り
の
こ
と
を
直
接
先
生
か
ら
う
か
が
っ
た
。
私
は
た
だ
ち
に
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松
坂
教
授
と
語
ら
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
氏
名
を
そ
こ
に
貼
り
付
け
て
い
た
だ
く
べ
く
申
し
出
た
。
そ
し
て
、
高
垣
先
生
か
ら
は
感
謝

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
結
局
、
成
城
大
学
で
は
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
み
が
、
申
請
通
り
一
挙
に
博
士
課
程
ま
で
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は

ま
こ
と
に
晴
れ
が
ま
し
い
思
い
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
以
降
に
は
、
松
坂
教
授
は
大
学
学
生
部
長
、
経
済
学
部
長
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。
経

済
学
部
の
み
な
ら
ず
、
成
城
大
学
全
体
の
発
展
に
も
、
大
き
な
貢
献
を
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
松
坂
教
授
の
今
後
一
層
の
御
健
勝
と
学
問
的
御
精
進
と
を
祈
念
し
、
併
せ
て
後
輩
へ
の
変
ら
ぬ
御
指
導
を
教
授
に
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
「
成
城
大
学
経
済
研
究
」
の
創
刊
号
（
昭
和
二
十
八
年
九
月
）
か
ら
か
か
わ
っ
て
来
ら
れ
た
松
坂
教
授
に
、
同
誌
特
別
号
と
し
て
の
本

書
を
捧
げ
る
。
私
た
ち
の
感
謝
の
微
意
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
平
成
六
年
七
月

－４－




